拝復
お手紙拝読いたしました。ご主人のご体調のこと、大変おつらい状況かと心よりお見舞い申し上げます。その後の様子はいかがでしょうか。

このたびはご融資のご相談をいただきましたが、誠に申し訳ございませんが、ご期待に添えかねる旨をお伝えせざるを得ません。実は現在、私どもの家計も予期せぬ出費が重なり、非常に厳しい状況にあります。昨年より老朽化した自宅の修繕工事を進めており、費用の支払いに追われているため、現時点で余裕を持った資金のご用立てが難しい状況です。

ご期待に沿えず申し訳なく存じますが、私にできる範囲で何かお手伝いができることがありましたら、どうぞ遠慮なくお申し付けください。皆さまのご健康と問題解決を心よりお祈り申し上げます。
　　敬具

令和○年○月○日
鈴木 一郎

山田 太郎 様
